
垂
水
市
で
生
ま
れ
た
行
進
曲
の
父
。

彼
の
「
軍
艦
」
は
、
今
も
市
民
に
愛
さ
れ
る
音
楽
で
あ
る
。

瀬
戸
口
藤
吉

明 治 元 年　５月 10 日、瀬戸口覚兵衛の次
　　　　　　男として垂水に生まれる。

明治 15 年　14 歳　海軍楽隊に入隊する。

明治 30 年　29 歳　「軍艦の歌」で初めて作
　　　　　　　　　曲する。

明治 33 年　31 歳　「軍艦の歌」を行進曲に
　　　　　　　　　編曲した「軍艦行進曲」
　　　　　　　　　を観艦式で初演奏する。

明治 37 年　36 歳　海軍軍楽隊楽長となる。

明治 43 年　42 歳　「軍艦行進曲」を管弦楽
　　　　　　　　　団用に編曲した「軍艦
　　　　　　　　　マーチ」を初演奏する。

大 正 ６ 年 　49 歳　海軍軍楽特務少尉を定
　　　　　　　　　年退官する。

昭和 13 年　70 歳　大日本音楽協会より内
　　　　　　　　　閣総理大臣賞を受賞し、
　　　　　　　　　妻と長女を伴って垂水
　　　　　　　　　に帰郷する。

昭和 16 年　11 月８日、永眠。享年 74 歳。

瀬戸口藤吉　略歴

Toukichi Setoguchi

▲ 軍艦行進曲 40 周年記念演奏会で指揮を揮う様子

▲ 昭和 13 年の帰郷時の様子（垂水小学校で講話をされた。）

　
今
月
の
特
集
は
、
瀬
戸
口
藤
吉
の
功
績

と
瀬
戸
口
藤
吉
翁
の
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
さ
れ
た
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音

楽
隊
の
髙
野
隊
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

瀬
戸
口
藤
吉
翁
記
念
行
進
曲
特
別
コ
ン

サ
ー
ト
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

瀬
戸
口
藤
吉
は
、
明
治
元
年
、
垂
水

で
瀬
戸
口
覚
兵
衛
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
９
歳
の
頃
、
初
め
て
聴

い
た
島
津
家
お
抱
え
の
楽
隊
の
音
楽
に
深

く
感
動
し
ま
す
。
同
15
年
に
海
軍
軍
楽
隊

へ
入
隊
し
、
ド
イ
ツ
語
、
ピ
ア
ノ
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
に
打
ち
込
み
作
曲
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
大
正
６
年
に
海
軍
軍
楽
特
務
少

尉
を
定
年
退
官
す
る
ま
で
、
明
治
天
皇
御

大
葬
儀
、
大
正
天
皇
御
即
位
大
礼
等
に
お

い
て
も
指
揮
を
揮
い
ま
し
た
。
昭
和
12
年

に
は
、「
愛
国
行
進
曲
」
の
作
曲
を
手
が
け
、

レ
コ
ー
ド
１
０
０
万
枚
の
売
上
を
記
録
し
、

大
日
本
音
楽
協
会
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
瀬
戸
口
藤
吉
は
、「
行

進
曲
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
方
々
か

ら
愛
さ
れ
る
作
曲
者
で
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
海
上
自
衛
隊
佐
世

保
音
楽
隊
の
髙
野
隊
長
が
吹
奏
楽
と
瀬
戸

口
藤
吉
へ
の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 特集　郷土の偉人　瀬戸口藤吉翁

♪

　
　

吹
奏
楽
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

海上自衛隊佐世保音楽隊　隊長

１等海尉　髙野 賢一 さん

海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊Q

　

私
が
高
校
生
の
時
、
地
元
に
海
上
自
衛

隊
東
京
音
楽
隊
が
演
奏
に
来
ま
し
て
、
そ

の
演
奏
を
聴
い
て
「
す
ご
く
良
い
演
奏
さ

れ
る
な
あ
。
こ
う
い
う
音
楽
隊
が
あ
る
の

か
」
と
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
自
衛
隊
音
楽
隊
を
希
望
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
衛
隊
の
方
々
の
白
い
制
服

が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
特
に
地
元
の
方
が
す
ご
く
上
手

に
ソ
ロ
を
弾
い
て
お
ら
れ
て
、
と
て
も
憧

れ
ま
し
た
。

　
　

瀬
戸
口
藤
吉
の
故
郷
で
あ
る
本
市
で

　
　
演
奏
す
る
お
気
持
ち
は
？

Q
　

瀬
戸
口
藤
吉
先
生
は
大
先
輩
で
あ
ら
れ

　
　

瀬
戸
口
藤
吉
作
曲
で
好
き
な
曲
は
？

Q
　

私
は
海
上
自
衛
官
で
す
の
で
、
や
は
り

『
行
進
曲
「
軍
艦
」』
が
一
番
好
き
で
す
。

シ
ン
プ
ル
な
の
で
す
が
力
強
く
、
明
治

時
代
の
石
炭
を
焚
い
て
動
か
す
軍
艦
の
イ

メ
ー
ジ
が
と
て
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
こ

が
非
常
に
好
き
で
す
。

　

楽
器
を
吹
い
て
い
る
と
、
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
基
本
に
帰
り
、
基

礎
練
習
を
大
切
に
行
え
ば
、
必
ず
道
は
開

け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
す
の
は
結
構
辛
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
必
ず
後
か
ら
役
に
立
ち
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
大
切
に
土
台
を
積
み
重
ね
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Q
　
　

吹
奏
楽
を
頑
張
る
こ
ど
も
た
ち
へ
　

　
　
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

Interviewee

瀬
戸
口
藤
吉
翁
の
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
出
演海上自衛隊佐世保音楽隊

佐
世
保
音
楽
隊
長
に

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　昭和 30 年に佐世保補充部内の組織とし

て誕生、昭和 51 年に佐世保地方総監直

轄の音楽演奏を専門とする部隊として正

式に編成が認められる。広報担当区域は、

山口県から九州全域、沖縄県で「士気高

揚のための音楽演奏」「儀式における音楽

演奏」「広報のための音楽演奏」の任務を

ま
す
し
、
曲
を
聴
け
ば
日
本
で
知
ら
な
い

人
は
い
な
い
、
そ
う
い
っ
た
曲
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
大
先
輩

の
故
郷
で
演
奏
す
る
の
は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
し
っ
か
り
演
奏
し
、
音
楽
を
届
け
よ

う
と
心
掛
け
ま
し
た
。

主とする。佐世保音楽隊独自の活動

方針として「皆様に愛され親しまれ

る音楽隊」を掲げ、小・中・高生等

に対する演奏指導等も行っている。
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